
スカイセイフティネット　構造計算書

スカイテック株式会社



１ ． 標準寸法



２ ． 設計条件

（１） 荷重

・

・ ネットの自重は１２kgf／１枚。これに単管（2.73kgf/m）を１ｍ辺り２本考える。
従ってネット自重は合計で　Ｗ = 12/1.2 + 2.73×2 = 15.46kgf/m = 16kgf/m

・

ａ） 通常使用時

Ｐ　＝　３０　kgf

ｂ） 強風時

検討する建物は、一般市街地において１５階建て、すなわち高さ４５～５０mとする。
地域的には、ごく特殊な地域を除き全国の地域に対応するものとする。

上式より、単位面積当たりに作用する風荷重を算出する。
すなわち、Ｐｗ　＝　ｑｚ・Ｃ　（Ｎ／㎡）

基準風速は、次表より　　Ｖz　＝　１８　m/s　とする。

通常の使用では、スカイセーフティネットに人や物は乗せないことを原則とするが、
仮定の荷重としてアスファルト・ルーフィング１巻３０kgが１スパンに１個乗ったとした
場合を考える。

風荷重は、（社）仮設工業会の「風荷重に対する足場の安全技術指針」による。

アスファルト・ルーフィング１巻３０kgを集中荷重とする。すなわち



台風時割増係数（Ｋｅ）は右表より　

Ｋe　＝　１．０　とする。

瞬間風速分布係数（Ｓ）は前述の仮定より
一般市街地で、高さ４５～５０mに対し

　 Ｓ　＝　１．４６　とする。



近接高層建築物による割増係数（Ｅb）は、近くに大きな建築物があると仮定し、
下表より、最大の割増係数　Ｅb　＝　１．３　とする。

以上より、設計風速（Ｖz）は、

Ｖｚ ＝ Ｖｚ・Ｋe・Ｓ・ＥB

＝ １８．０×１．０×１．４６×１．３
＝ ３４．２　m/s

従って、設計用速度圧（ｑz）は、

ｑｚ ＝ Ｖｚ
２
・５／８

＝ ３４．２
２
×５／８

＝ ７３１．０



スカイセイフティネットは、第１構面のみで構成されるため、γ＝０　とする。

シート、ネット及び防音パネル等の基本風力係数
（Ｃ０）は、ネットの充実率５０％においては、

右表より、

Ｃ０　＝　１．１６　とする。

シート、ネット及び防音パネルの縦横比による
形状補正係数（Ｒ）は、

ネット長さ　　　　　　　　Ｌ　＝　１．２m
ネット風を受ける高さ　Ｂ　＝　０．７m
Ｌ／Ｂ　＝　１．７１　より右表から
Ｒ　＝ ０．６１　とする。

設置位置による補正係数（Ｆ）は、上表より上層２層部分すなわちＡの式による。
従って、Ｆ　＝　１．０　とする。

以上より、足場の風力係数（Ｃ）は、

Ｃ ＝ （０．１１＋０．０９γ＋０．９４５Ｃ０・Ｒ）・Ｆ



＝ （０．１１＋０．９４５×１．１６×０．６１）×１．０
＝ ０．７８

従って、単位面積当たりの風圧力（Ｐｗ）は、

Ｐｗ ＝ ｑｚ・Ｃ
＝ ７３１．０×０．７８
＝ ５７０　N/㎡
＝ ５８．２　kgf/㎡

（２） 使用材料

・ ネット支柱、横繋ぎ単管パイプ　…　φ48.6 t=2.4
・ スカイネット梁　　　　　　　　　　　…　□-100×50 t=2.3
・ アンカーボルト　　　　　　　　　　　　　ＧＡ－４０

※　Ｚｘ（強軸方向）の値

（３） 許容応力

・ 鋼材の作業時・強風時の許容応力度は、労働安全衛生規則第２４１条の規定による。
参考： 労働安全衛生規則　第２４１条の１

鋼材の許容曲げ応力及び許容圧縮応力の値は、当該鋼材の降伏点強さの値又は
引張強さの値の四分の三の値のうちいずれか小さい値の三分の二の値以下とする。

参考　：　許容応力度は引張強さに対し、STK500では約２．１、STKR400では約２．４の安全率を持つ。

・ アンカーボルトの許容せん断応力度は、
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上表より、ＧＡ－Ｗ４０　　１本当たりの許容せん断力は、短期許容せん断力として
コンクリート強度　Ｆｃ　＝　２１　Ｎ／mm２　に対し、
Ｑa ＝ １３．０４　ｋＮ　　（＝１３０４０　Ｎ）

・ クランプの許容支持力は下表により、Ｐａ＝４．９１ kN　（直交クランプ）とする。

３．ネット支柱の検討

・ ネット支柱は単管パイプ（Φ６０）にクランプで固定されている。従ってこの位置を支点とする
片持ち梁として考える。

（１） 通常使用時
・ 荷重はアスファルト・ルーフィング荷重が滑落した場合を考え、ネット支柱に水平に作用させる。

Ｍmax　＝　０．７×０．０３　＝　０．０２１ tfm
　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　２１００　kgf・cm

支柱（Φ48.6×2.4）の断面係数は　Ｚ＝３．８３cm3

＝　

 <  σa1 =  ２３５  N/mm
2

（２） 強風時
・ ネット支柱１本の風荷重負担巾は１．２m

従って、風荷重（Ｗ）は　Ｗ　＝　５８．２×１．２　kgf／m　＝　６９．８　kgf／m　＝　０．０６９８　tf／m

Ｍmax　＝　０．０６９８×０．７×０．７／２　＝　０．０１７１０  tfm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　１７１０　kgf・cm

支柱（Φ48.6×2.4）の断面係数は　Ｚ＝３．８３cm3

＝　

 <  σa1 =  ２３５  N/mm
2

４．クランプの検討

５３．７　N/mm2

σ= ５４８．３ kgf/cm
2＝

２１００
３．８３

σ=
１７１０

＝ ４４６．５ kgf/cm
2

３．８３
４３．８　N/mm2

Ｐ

７
０

０

Ｗ

７
０

０



・ 直交クランプに作用する力は、前述の支点反力。

（１） 通常使用時

Ｒ　＝　３０　kgf　　＝　２９４　N　　＝　０．２９４　kN　　＜　Ｐa　＝　４．９１　kN

（２） 強風時

Ｒ　＝　５８．２×１．２×０．７　＝　４８．９　kgf　＝　４７９．２　Ｎ　＝　０．４７９　kN

＜　Ｐa　＝　４．９１　kN

５．横繋ぎ単管パイプの検討

・ 横繋ぎの単管パイプは、スカイセーフティネット梁を支点とした単純梁とする。

（１） 通常使用時
・ 荷重はスパン中央に１荷重（アスファルト・ルーフィング荷重とネット自重）を作用させる。

Ｍmax ＝　（０．０３＋０．０１６×１．２）×２．０×２．０／４

　　　　 ＝　０．０４９２ ｔｆ・ｍ

　　　　 ＝　４９２０　kgf・cm

単管パイプ（Φ48.6×2.4）の断面係数は　Ｚ＝３．８３cm
3

＝　１２５．９　N/mm
2

 <  σa1 =  ２３５  N/mm
2

（２） 強風時
・ 荷重はスパン中央に１荷重（強風時風荷重とネット自重）を作用させる。

Ｍmax ＝　（０．０５８２×１．２×０．７＋０．０１６×１．２）×２．０×２．０／４

　　　　 ＝　０．０６８１ ｔｆ・ｍ

　　　　 ＝　６８１０　kgf・cm

単管パイプ（Φ48.6×2.4）の断面係数は　Ｚ＝３．８３cm
3

＝　１７４．２　N/mm
2

 <  σa1 =  ２３５  N/mm
2

３．８３

＝　１２８５ kgf/cm
2４９２０

３．８３
σ=

σ=
６８１０

＝　１７７８ kgf/cm
2

２０００

２０００



６．スカイネット梁の検討

・ スカイネット梁は各足を支点とした連続梁とする。
・ 屋根毎に勾配が異なるが、今回は試算として３０度の勾配で、曲げと引っ張りの

応力の合成として考える。

（１） 通常使用時
・ 荷重は、梁の負担巾２．０ｍに対し、アスファルト・ルーフィングが１個（３０ｋｇｆ）乗った場合に

ネット自重の奥行き２．０ｍ分を集中荷重として載荷する。
・ スカイネット梁の自重　５．１４kgf／m　を分布荷重として載荷する。

Ｐ　＝　０．０３　＋　０．０１６×２．０ ＝　０．０６２　tf
Ｗ　＝　０．００５１４　ｔf／m

スカイネット梁（□100×50×2.3）の断面積は　　Ａ＝６．５５ｃｍ
２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　断面係数は　Ｚ＝１７．０ｃｍ
３

添付のフレーム計算結果より、節点②で最大モーメントとなる。
従って、この地点での応力は、

＝　 ３５１．７　kgf/cm
2

＝ ３４．５　Ｎ／mm
2
  ＜　σa2 =  １６３　Ｎ／mm

2

（２） 強風時

・ 荷重は、梁の負担巾　２．０ｍに対し、ネット支柱の支点が受ける強風における反力を
作用させる。

風による水平方向荷重　 Ｈ　＝　０．０６２×０．７×２．０×ｃｏｓ３０ ＝　０．０７５２　tf
風による鉛直方向荷重 Ｖ　＝　０．０６２×０．７×２．０×ｓｉｎ３０ ＝　０．０４３４　tf
風によるモーメント Ｍ　＝　０．０６２×０．７×２．０×０．７／２ ＝　０．０３０４　tfm
ネット自重（鉛直方向） Ｐ　＝　０．０１６×２．０ ＝　０．０３２０　tf
梁の自重（鉛直方向） Ｗ　＝　０．００５１４　ｔｆ／m

＝ ＋σ
０．０５７９×１０００００

１７．０
０．０７３×１０００

６．５５

７００ ９００ ２０００
４

０
４

５
１

９

１
１

５
４

Ｐ

Ｗ

５
１

９

１
１

５
４Ｗ

Ｍ

Ｐ



※　座標軸の方向は左図を（＋）とする。

スカイネット梁（□100×50×2.3）の断面積は　　Ａ＝６．５５ｃｍ
２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　断面係数は　Ｚ＝１７．０ｃｍ
３

添付のフレーム計算結果より、節点②で最大モーメントとなる。
従って、この地点での応力は、

＝　 ４１７．９　kgf/cm
2

＝ ４１．０　Ｎ／mm
2
  ＜　σa2 =  １６３　Ｎ／mm

2

７．アンカーボルトの検討

・ アンカーボルトの検討は、片勾配の屋根で作用する荷重の部材軸成分が全てアンカーに
作用するものとして部材軸方向のせん断力で検討する。

・ 荷重ケースは前述の２ケース（通常使用時、強風時）で、部材軸方向に最大となるようにする。
・ 屋根の形状は、３０度勾配で、勾配長１０ｍと仮定する。
・ スカイネット梁の「足（支点）」は、摩擦によって部材軸方向の抵抗（反力）を持つが、

安全のため無視する。
・ スカイネット梁は２ｍの負担巾で、アンカーも２ｍピッチとして検討する。

（１） 通常使用時

ルーフィングによる部材軸方向力　 Ｈ　＝　３０kgf
ネット自重（鉛直方向）による部材軸方向力 Ｐ　＝　１６kgf×２．０×ｓｉｎ３０ ＝ 　１６　kgf
梁の自重（鉛直方向）による部材軸方向力 Ｗ　＝　５．１４kgf/m×１０．０×ｓｉｎ３０ ＝ 　２５．７　kgf

０．０６７３×１０００００
６．５５ １７．０

σ ＝
０．１４４×１０００

＋

７００ ９００ ２０００

４
０

４

５
１

９

Ｈ

Ｍ

Ｖ

Ｘ

Ｙ

１００００

Ｑ
Ｗ

Ｐ

Ｈ



従って、せん断力（Ｑ）は　　Ｑ　＝　３０＋１６＋２５．７　 ＝　７１．７ kgf
＝　７０２．７　Ｎ
＝　０．７０３　kN ＜　Ｑa　＝１３．０４　kN

（２） 強風時

風による軸方向力　 Ｈ　＝　５８．２kgf／㎡×２．０×０．７ ＝　８１．５　kgf
ネット自重（鉛直方向）による部材軸方向力 Ｐ　＝　１６kgf×２．０×ｓｉｎ３０ ＝ 　１６　kgf
梁の自重（鉛直方向）による部材軸方向力 Ｗ　＝　５．１４kgf/m×１０．０×ｓｉｎ３０ ＝ 　２５．７　kgf

従って、せん断力（Ｑ）は　　Ｑ　＝　８１．５＋１６＋２５．７　＝　１２３．２ kgf
＝　１２０７．４　Ｎ
＝　１．２０７　kN ＜　Ｑa　＝１３．０４　kN

１００００

Ｑ
Ｗ

Ｐ

Ｈ



スカイネット梁の検討
Ｃａｓｅ １ 通常使用時



スカイネット梁の検討
Ｃａｓｅ １ 通常使用時

-5.794E-02
2.299E-02

-1.335E-02



スカイネット梁の検討
Ｃａｓｅ １ 通常使用時

-8.968E-02

6.605E-02

1.979E-02

5.718E-02

-4.562E-02



スカイネット梁の検討
Ｃａｓｅ １ 通常使用時

7.252E-02

-3.809E-02

1.527E-02

-3.299E-02

8.564E-02



スカイネット梁の検討
Ｃａｓｅ ２ 強風時



スカイネット梁の検討
Ｃａｓｅ ２ 強風時

-6.734E-02

-3.040E-02

2.372E-02

スカイネット梁の検討
Ｃａｓｅ ２ 強風時



スカイネット梁の検討
Ｃａｓｅ ２ 強風時

-6.369E-02

7.649E-02

3.023E-02

5.655E-02

-4.625E-02



スカイネット梁の検討
Ｃａｓｅ ２ 強風時

1.028E-01 1.444E-01

4.270E-02

9.605E-02

5.419E-02
1.728E-01




